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また、Key Indicators for Asia and the Pacific 2012 の資料
によると、1980 年代中盤では台湾の都市化率注１.1）は 50.6
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図 1. 3 永康区の位置 
 
  











口の構成のうち、18 歳から 65 歳までの人口が全区人口の









図 1. 4 台南市永康区の人口構成変化 
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関する建設及び設置の関連法は 2つある。表 1.2 に床
面積、推奨していた所要諸室、施設の空間配置、該当
年代について内容をまとめる。 
















































































本論文の流れは図 1.4 のようになる。 
 

















































































































致している。表 1.4 に示す。 
表 1. 3 台湾における活動中心を対象にした研究論文  








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































は 38 件で、計測・表現は 19 件で、施設外部動線は 14 件
で、商業施設、文化施設、教育施設は各 10件ずつ、交通施
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2.2. 用語定義  
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間は 54時間（1日 9時間ｘ6日間）の 65％（35 時
間）より高くすることが定められている。 
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(9). 活動空間の週間利用時間：Weekly utilizing hours  






関係式は図 2.2 のように以下に示す： 
 
 

























図 2. 3 事務室にいる管理者  
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6 37 40 55 46 53 16 42 37 23 33 4838 4439 42 16 0 48 35 15 42 44 524035週間開館時間
施設番号
利用団体数 2 3 11 0 3 7 3 207 1 3 154 45 40 2 1 2 2 2 1 1
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施設」に分類する。そして、2 階建以上の 18 施設のうち、
12施設は各階に 1つの活動空間が配置されているため、こ
れらの施設を「各フロアに 1 つの活動空間が配置されてい



















図 2. 8 平屋建の施設における週間利用時間の割合  
  



































第 2章 台湾におけるコミュニティ施設の利用状況 
Page.40 
 
(2). 各フロアに 1 つの活動空間が配置されている施設 
 










図 2. 9 各フロアに 1 つの活動空間を有している施設における週間利用時
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の 7 室は 1 階にある活動空間であった。次に、予約
利用されている時間を有している活動空間は13室あ
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図 2. 11 1 階にある活動空間の週間利用時間の割合  
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動空間はほとんど 1階にあり、予約利用されている  



























































































































図 3. 1 フロア間の配置方法 
 
 



















































































































を表 3.2 に示す。本章で調査した 26 施設では、3施設を除
いて施設の竣工年と開設年は同じであった。築後年数の平均
は約 15 年であり、施設の規模を見ると、平屋建は 8 施設、
2階建は 17施設、3階建は 1施設であった。ほとんどの施
設が 1000 ㎡以下の小規模的なコミュニティ施設であり、施
設面積の平均値は 554 ㎡であった。さらに 1 階では、活動
空間が 1つである事例が多い傾向であった。 
 













































































































































































図 3. 4 築後年数と施設面積 



















































































































































































図 3. 6 築後年数から見た機能別施設面積の割合 




























































































































































































































































































施設番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
1F-1 2F-1 2F-2 2F-3 2F-4 2F-5
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図 3.11 から図 3.19 までは各コミュニティセンターのモ
デル化を示す。 
 




































































































































図 3.20、図 3.21、図 3.22 に台湾における活動空間の配





図 3. 20 活動空間の配置タイプ-1 














































































1F 2F 1F 2F




1F 2F 1F 2F 1F 2F
































































施設 No.1 施設 No.3 施設 No.6
















築 36年 築 26年 築 22年
























































築 27年 築 16年




















図 3. 25 並列配置されている 3室以上型の施設空間構成（タイプⅡAaa、




















































































































































築 25年 築 24年 築 20年
築 19年 築 11年 築 7年










































































































































































































































































































































線タイプを図 3.33 と図 3.34 に示した。ⅠA0-ⅠとⅠ
A0-Ⅱの 8施設では、トイレが設置されていない施設
が 1 施設があった。他の 7 施設には問題がないと考
えられる。また、タイプⅡＡ00-Ⅰ、ⅡAaa-Ⅰ、ⅢＡ































































































































































































3.1. 桜井康宏, 集会関連施設の空間構成(ゾーニング) : 集
会関連施設の施設供結論に関する基礎的研究, 日本















































































1 階にある 27 室のうち、2 室のみの週間利用時間率が 2
割以下であった。また、2 階以上にある 30 室のうち、21
室（7割）における週間利用時間率が 2割以下となっており、

























































































































































































































































































えば、No25 の 2F-2、No.26 の 1F-1 と 2F-1 があげられる。
つまり、直接アクセスできる室数が多いことから、利用が
分散している。また、これら 2施設の 2階以上にある 7室
を見てみると、3室では利用されていない時間が8割以上、
2 室では一般開放されている時間が 2 割以上、1 室は予約
利用されている時間が 2 割以上、1 室は転用されていた。
５割以下の室の利用状況が悪かった。 
タイプⅡB0b-Ⅱの 2 施設の利用状況を見てみると、1 階
にある 2室では一般開放されている時間が長く、市民の誰で
も自由利用できる時間が長いと考えられる。一方、2 階にあ
る 4 室のうち、3 室において週間開館時間の 8 割以上が利
用されていない時間であり、利用状況は悪い結果がわかった。 
タイプⅡA0b-Ⅱの 2 施設の利用状況を見てみると、1 階
にある 2室では一般開放されている時間が長く、市民の誰で
も自由に利用できるような使われ方が多いと考えられる。ま




















































































































































































の 2室は転用されており、図 4.6 から除外した。 
11 室は利用型サービス空間までの経路が他の活動空間を
経由する。そのうちの 8室では、8割以上の時間が利用され











































































































① 1 フロアに 1 つの活動空間を配置する平面計画が多





















































































































図 5. 1 地域集会施設における平面型の変遷（公民館・コミュニ
ティ施設ハンドブックより再作成, 2006） 
  























































図 5. 2 自治会館の例（片倉台）  
 
 
図 5. 3 地区会館の例（川口東 
部会館）   











































表 5. 1 台南市永康区と東京都八王子市の概要 
  
 台南市永康区 東京都八王子市 
人口（人） 225,220 564,434 
面積（㎢） 40.28 186.31 
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図 5. 7 和室の写真  
  





































































































































積は約 150 ㎡、3 室と 4 室の活動空間を有している施設の
平均面積は約 350 ㎡、5 室と 6 室を有している施設の平均
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図 5. 9 地区会館における各部機能空間の面積の割合  
 
調査した地区会館のうち、1施設を除き、施設の活動空間

































































全活動空間の 54 室の室面積を見ると、平均値は 56
㎡であった。1 階にある活動空間は 26 室であり、室
面積の平均値は 59 ㎡であった。また、2 階以上にあ
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図 5. 12 平屋建の施設における施設空間配置  





































図 5. 14 2 階建の施設における施設空間配置  
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3 階建の施設における施設空間配置を図 5.16 に示す。3


























































































































































































































図 5. 19 地区会館における各活動空間から利用型サービス空間




















































































































































図 5.19 を見ると、9 施設（6 割強）において各階に湯沸
室が設置されているが、4施設において一部の階のみ湯沸室
が設置されていた。そのうち、No.6 の 3 階では湯沸室がな
い。No.9 の 1 階では、事務室の中に設置されている。No.9
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フロアに 1 室が配置されているⅡB00 は台南市永康区の典
型的な空間配置である。 
 








































































図 6.3 に日本と台湾の 2 階建のコミュニティ施設につい
て空間配列の比較した図を示す。 





































































































































































































































































































































































































図 6. 10 活動空間における政党集会 
 















































図 6. 12 外付け階段の設置による各フロア間を並列配置にする手法の例-1







































１. 屋外階段 x １
影響された
室内面積























































































































































































ⅡB00-Ⅰ No.4 住宅区画 可能注1） 敷地内 可能 1.2以上 １Ｆ－１ 不必要 ―
ⅡB00-Ⅰ No.5 住宅区画 可能注2） 敷地内 可能 1.2以上 １Ｆ－１ 不必要 ―
ⅡB00-Ⅰ No.8 広場 可能 敷地内 可能 1.6以上 １Ｆ－１ 不必要 ―
ⅡB00-Ⅰ No.16 広場 可能 敷地内 可能 1.6以上 １Ｆ－１ 不必要 ―
ⅡB00-Ⅰ No.20 住宅区画 可能注2） 敷地内 可能 1.2以上 １Ｆ－１ 不必要 ―
ⅡB00-Ⅰ No.22 公園 可能 敷地内 可能 1.6以上 １Ｆ－１ 不必要 ―
ⅡA0b-Ⅱ No.14 公園 不必要 ― 必要 1.6以上 ２Ｆ－１ 不必要注3） ―
ⅡA0b-Ⅱ No.17 住宅区画 不必要 ― 必要 1.6以上 ２Ｆ－１ 不必要注3） ―
ⅡA00-Ⅱ No.2 住宅区画 不必要 ― 不必要 ― ― 必要 ２階倉庫或いは２Ｆ－１
ⅠA0-Ⅱ No.6 住宅区画 不必要 ― 不必要 ― ― 必要 １階倉庫或いは１Ｆ－１
ⅡB0b-Ⅱ レベル３ No.10 公園 可能 敷地内 必要 1.6以上 ２Ｆ－１ 不必要注3） ―
ⅡB00-Ⅱ No.7 公園 可能 敷地内 可能 1.6以上 １Ｆ－１ 必要 ２階倉庫或いは２Ｆ－１
ⅡB0b-Ⅱ No.13 住宅区画 可能 敷地内 可能 1.6以上 ２Ｆ－２ 必要 ２Ｆ－１或いは２Ｆ－２

































































































































































































































































































































































































































































































































①建物名 光復社区活動中⼼ ②建設年 1977
③階数 1　階 ④構造 RC造
⑤施設⾯積
⑥施設⽤途 ⑧⼀般開放 室名 曜⽇ 開放時間
⑦管理組織 責任者 ⾥⻑ ケアサイト 多⽬的室 ⽉-⾦ 08-12、14-17
利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間 利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間
管理空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
事務室（1） 21.2 3.35/4 システム天井 ペイント塗り テラゾー × ×
事務室（2） 21.02 3.35/4 システム天井 ペイント塗り テラゾー × ×
活動空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
多⽬的室 82.18 3.35/4 システム天井 ペイント塗り テラゾー × ×
サービス空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
トイレ 11.73 4 ペイント塗り タイル張り タイル張り × ×




























①建物名 光復⾥活動中⼼ ②建設年 1986
③階数 2　階 ④構造 RC造
⑤施設⾯積
⑥施設⽤途 ⑧⼀般開放 室名 曜⽇ 開放時間
⑦管理組織 責任者 ⾥⻑ なし
利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間 利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間
多⽬的室（2F） ヨーガ/15 ⽉、⽔ 1900-2200
管理空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
活動空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
多⽬的室（1F） 91 2.8/3.5 システム天井 ペイント塗り テラゾー × ×
多⽬的室（2F） 91 2.8/3.3 システム天井 ペイント塗り テラゾー × ×
サービス空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
倉庫（1F） 7 2.8/3.5 システム天井 ペイント塗り テラゾー × ×
倉庫（2F） 13 2.8/3.3 システム天井 ペイント塗り テラゾー × ×
トイレ（1F） 6 2.8/3.5 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
階段室（1F） 12 3.5 ペイント塗り タイル張り × ×




























①建物名 安康⾥活動中⼼ ②建設年 1987
③階数 1　階 (2階は違法増築) ④構造 RC造
⑤施設⾯積 197.04　m2 ⑧⼀般開放 室名 曜⽇ 開放時間
⑥施設⽤途 - 多⽬的室 ⽉-⾦ 09-12、14-17
⑦管理組織 責任者 ⾥⻑




室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
事務室（2F） 165.94 3/4.1 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
活動空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
多⽬的室（1F） 135.83 2.8/3.4 システム天井 ペイント塗り ⽯張り ○ ×
サービス空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
階段室（1F） 10.27 2.8/3.4 ペイント塗り タイル張り × ×
階段室（2F） 18.43 3 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
廊下（1F） 10.64 2.8/3.4 システム天井 ペイント塗り ⽯張り × ×
トイレ（1F） 10.8 2.8/3.4 システム天井 タイル張り タイル張り × ×






























①建物名 復興⾥活動中⼼ ②建設年 1988
③階数 2　階 ④構造 RC造
⑤施設⾯積 181.69　m2 ⑧⼀般開放 室名 曜⽇ 開放時間
⑥施設⽤途 ケアサイト 多⽬的室(1F) ⽉-⾦ 09-12、14-18
⑦管理組織 責任者 ⾥⻑
利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間 利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間
管理空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
活動空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
多⽬的室(1F) 75.07 3.6 ペイント塗り ペイント塗り テラゾ― × ×
多⽬的室(2F) 70.63 3.25 ペイント塗り ペイント塗り テラゾ― × ×
サービス空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
トイレ(1F) 3.29 1.9 ペイント塗り タイル張り タイル張り × ×
トイレ(2F) 4.73 2.7/3.25 吊り天井 タイル張り タイル張り × ×
階段(1F) 4.45 3.6 ペイント塗り テラゾ― × ×
階段(2F) 7.45 3.25 ペイント塗り テラゾ― × ×
























①建物名 中興⾥活動中⼼ ②建設年 1989
③階数 2　階 (3階は違法増築) ④構造 RC造
⑤施設⾯積 371.81　m2 ⑧⼀般開放 室名 曜⽇ 開放時間
⑥施設⽤途 ケアサイト 多⽬的室（1Ｆ） ⽕-⽇ 08-12、14-17
⑦管理組織 責任者 ⾥⻑
利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間 利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間
多⽬的室(1F) ダンス/20 ⽉⽕⾦ 1900-2200 ⼟⽇ 1400-1700
多⽬的室(2F) テコンドー/20 ⾦⼟ 1930-2200 ⼟ 1900-2200
管理空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
事務室 20.7 3.55 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
活動空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
多⽬的室(1F) 97.89 3.5/4.2 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
多⽬的室(2F) 130.53 3.3/4 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
サービス空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
ポーチ（1F） 12.55 4.2 ペイント塗り タイル張り × ×
階段室(1F) 7.11 4.2 ペイント塗り タイル張り × ×
階段室(2F) 11.5 4 ペイント塗り タイル張り × ×
階段室(3F) 13.2 3.6 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
トイレ(1F) 31.88 3.5 ペイント塗り タイル張り タイル張り × ×
トイレ(2F) 31.88 3.85/4.35 システム天井 タイル張り タイル張り × ×



























①建物名 光復⾥活動中⼼ ②建設年 1991
③階数 1　階 ④構造 混合構造（RC+鉄⾻）
⑤施設⾯積 455.36　m2 ⑧⼀般開放 室名 曜⽇ 開放時間
⑥施設⽤途 - 多⽬的室（1Ｆ） ⽕-⽇ 08-12、14-18
⑦管理組織 責任者 ⾥⻑
利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間 利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間
多⽬的室(1F) ダンス/15 ⽉⽕⾦ 0800-0930
管理空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
活動空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
多⽬的室 342.79 4.55/5.5 吊り天井 ペイント塗り プライマー塗り × ×
サービス空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
倉庫（1） 82.05 4.55/5.5 吊り天井 ペイント塗り タイル張り × ×
倉庫（2） 15.26 3.1/5.5 吊り天井 ペイント塗り タイル張り × ×



























①建物名 ⻄湾⾥活動中⼼ ②建設年 1993
③階数 2　階 ④構造 RC造
⑤施設⾯積 773.06　m2 ⑧⼀般開放 室名 曜⽇ 開放時間
⑥施設⽤途 ケアサイト 多⽬的室（1Ｆ） ⽉-⾦ 09-11.514-18
⑦管理組織 責任者 ⾥⻑
利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間 利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間
体操/30 ⽊ 0930-1030 ヨーガ/20 ⽕⾦ 0930-1030
カラオケ/30 ⼟ 1400-1700 ⽕⽔⽊ 1400-1700




室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
事務室（1F） 19.34 3.65/4.2 システム天井 ペイント塗り テラゾー × ×
活動空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
多⽬的室（1F） 303.6 3.65/4.2 システム天井 ペイント塗り テラゾー ○ ×
多⽬的室（2F） 346.11 2.75/3.3 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
サービス空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
ポーチ（1F） 22.86 4.2 × ×
階段（1F） 10.96 4.2 ペイント塗り タイル張り × ×
階段（2F） 10.96 2.75/3.3 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
トイレ（1F） 17.82 3.65/4.2 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
倉庫（1F） 23.41 4.2 ペイント塗り ペイント塗り テラゾー × ×




























①建物名 烏⽵⾥活動中⼼ ②建設年 1994
③階数 2　階 ④構造 RC造
⑤施設⾯積 676.48　m2 ⑧⼀般開放 室名 曜⽇ 開放時間
⑥施設⽤途 ケアサイト 多⽬的室（1Ｆ） ⽉-⾦ 09-12、14-17
⑦管理組織 責任者 ⾥⻑
利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間 利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間
絵画/25 ⼟ 0900-1200 ⽉⽔ 2000-2130
⽕⽊ 1430-1700 ⽕ 1930-2130
⼟⽇ 1400-1700 エアロビックス/20 ⽊ 1930-2130




室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
事務室(1F) 11.73 3.6/4 システム天井 ペイント塗り テラゾ― × ×
活動空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
多⽬的室(1F) 291.26 3.6/4 システム天井 ペイント塗り テラゾ― ○ ×
多⽬的室(2F) 261.34 2.85/3.6 システム天井 ペイント塗り テラゾ― × ○
サービス空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
ポーチ（1F） 17.66 4 ペイント塗り テラゾ― × ×
階段室(1F) 8.38 4 ペイント塗り タイル張り × ×
階段室(2F) 21.73 3.6 ペイント塗り タイル張り × ×
階段室(3F) 20.56 3 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
トイレ(1F) 7.69 2.1/4 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
トイレ(2F) 12.53 2.85/3.6 システム天井 タイル張り タイル張り × ×





























①建物名 ⻄湾⾥活動中⼼ ②建設年 1995
③階数 1　階 ④構造 RC造
⑤施設⾯積 425.56　m2 ⑧⼀般開放 室名 曜⽇ 開放時間
⑥施設⽤途 なし
⑦管理組織 責任者 まちづくり協会





室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
貸出店舗 108.84 3.9 ペイント塗り ペイント塗り テラゾー × ×
活動空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
多⽬的室 233.78 3.2/3.9 システム天井 ペイント塗り テラゾー ○ ×
サービス空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
ポーチ 22.81 3.9 ペイント塗り タイル張り テラゾー × ×
廊下 6.76 3.2/3.9 システム天井 タイル張り テラゾー × ×
トイレ 12.27 3.2/3.9 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
倉庫 29.61 3.9 ペイント塗り ペイント塗り テラゾー × ×


























①建物名 正強⾥活動中⼼ ②建設年 1996
③階数 2　階 ④構造 混合構造（1階はRC、2階は鉄⾻）
⑤施設⾯積 696.60　m2 ⑧⼀般開放 室名 曜⽇ 開放時間
⑥施設⽤途 ケアサイト 多⽬的室（1Ｆ） ⽉-⾦ 09-12、14-17
⑦管理組織 責任者 ⾥⻑








室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
事務室（1F） 24.11 3.3/4 システム天井 ペイント塗り ⽯張り × ×
会議室（2F） 100.59 3.3/4 システム天井 ペイント塗り ビニルシート × ×
活動空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
多⽬的室（1F） 280.72 3.3/4 システム天井 ペイント塗り ⽯張り ○ ×
娯楽室（2F） 112.52 3.3/4 システム天井 ペイント塗り ビニルシート × ×
図書・教室（2F） 95.11 3.3/4 システム天井 ペイント塗り ビニルシート × ×
サービス空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
ポーチ 63.59 4 ⾦属波板 ⽯張り × ×
階段（1F） 3.23 3.3/4 ペイント塗り タイル張り × ×
階段（2F） 9.16 3.3/4 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
キッチン（1F） 15.47 3.3/4 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
トイレ（1F） 17.43 3.3/4 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
トイレ（2F） 8.83 3.3/4 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
倉庫（1F） 5.86 1.9 ペイント塗り ペイント塗り ⽯張り × ×
倉庫（2F） 16.87 3.3/4 システム天井 ペイント塗り ビニルシート × ×
更⾐室（1F） 8.27 3.3/4 システム天井 タイル張り タイル張り × ×





























①建物名 蔦松⾥活動中⼼ ②建設年 1997
③階数 2　階 ④構造 RC造
⑤施設⾯積 631.80　m2 ⑧⼀般開放 室名 曜⽇ 開放時間
⑥施設⽤途 - 多⽬的室（1Ｆ） ⽉-⾦ 08.5-11、14-17
⑦管理組織 責任者 ⾥⻑
利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間 利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間
多⽬的室(1F) ダンス/30 ⽉⽕⽊ 1900-2200違法増築（1F） カラオケ/15 ⽉⽕⽔⽊⾦ 1400-1700
管理空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
事務室（1F） 26.22 3.3/4.2 システム天井 ペイント塗り テラゾー × ×
活動空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
多⽬的室（1F） 240.62 3.3/4.2 システム天井 ペイント塗り テラゾー ○ ×
多⽬的室（2F） 278.27 4 ペイント塗り ペイント塗り テラゾー × ×
サービス空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
ポーチ（1F） 16.2 8.2 ペイント塗り テラゾー × ×
階段（2F） 35.36 テラゾー × ×
トイレ（1F） 11.85 3.3/4.2 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
トイレ（2F） 11.85 3.1/4 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
控え室（1F） 5.72 3.3/4.2 システム天井 ペイント塗り テラゾー × ×


























①建物名 ⼤橋社区活動中⼼ ②建設年 1997
③階数 1　階 ④構造 RC造
⑤施設⾯積 263.67　m2 ⑧⼀般開放 室名 曜⽇ 開放時間
⑥施設⽤途 なし
⑦管理組織 責任者 まちづくり協会





室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
活動空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
多⽬的室 232.16 2.35/3.1 システム天井 ペイント塗り タイル張り ○ ×
サービス空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
トイレ 14.98 2.35/3.1 システム天井 タイル張り タイル張り × ×



























①建物名 東湾⾥活動中⼼ ②建設年 1998
③階数 2　階 ④構造 RC造
⑤施設⾯積 577.47　m2 ⑧⼀般開放 室名 曜⽇ 開放時間
⑥施設⽤途 - ジム（2F） ⽉-⾦ 08-11.5
⑦管理組織 責任者 ⾥⻑
利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間 利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間





室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
活動空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
多⽬的室（1F） 234.28 3/3.8 システム天井 ペイント塗り タイル張り ○ ×
多⽬的室（2F） 144.62 2.4/3.2 システム天井 ペイント塗り テラゾー × ×
ジム（2F） 123.32 2.4/3.2 システム天井 ペイント塗り テラゾー × ×
サービス空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
ポーチ（1F） 12.54 3.8 ペイント塗り テラゾー × ×
階段（1F） 11.08 3.8 ペイント塗り タイル張り × ×
階段（2F） 7.97 2.4/3.2 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
トイレ（1F） 16.19 3.8 ペイント塗り タイル張り タイル張り × ×
倉庫1（1F） 19.56 3.8 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×




























①建物名 復華⾥活動中⼼ ②建設年 2001
③階数 2　階 ④構造 RC造
⑤施設⾯積 969.69　m2 ⑧⼀般開放 室名 曜⽇ 開放時間
⑥施設⽤途 ケアサイト 多⽬的室（1F） ⽉-⾦ 8.5-12、14-18
⑦管理組織 責任者 ⾥⻑
利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間 利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間
ダンス/25 ⽔ 1930-2100 ⽕⾦ 1930-2100
古典/30 ⽊ 2000-2100 ⼟ 1400-1800
ヨーガ/20 ⽉⽔ 1930-2030
管理空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
活動空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
多⽬的室（1F） 297.71 3.96 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り ○ ×
多⽬的室（2F） 145.33 3.96 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
201教室（2F） 24.9 3.16/3.96 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
202教室（2F） 24.9 3.16/3.96 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
203教室（2F） 24.9 3.16/3.96 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
204教室（2F） 24.94 3.16/3.96 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
サービス空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
⽞関（1F） 51.74 7.32/7.92 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
ポーチ(1F) 15.78 7.92 ペイント塗り タイル張り × ×
廊下（1F） 19.04 3.96 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
階段室（B1） 66.56 3.47 ペイント塗り タイル張り × ×
階段室（1F） 38.76 3.96 カーテンウォール タイル張り × ×
階段室（2F） 59.5 3.96 カーテンウォール タイル張り × ×
階段室（3F） 61.04 3.24 ペイント塗り カーテンウォール タイル張り × ×
キッチン（1F） 8.75 3.96 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
キッチン（2F） 10.15 3.96 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
トイレ（1F） 24.41 3.16/3.96 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
トイレ（2F） 19.2 3.16/3.96 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
機械室（B1F） 26.5 3.47 ペイント塗り ペイント塗り ⽣地 × ×




























①建物名 勝利⾥活動中⼼ ②建設年 2001
③階数 2　階 (2階は託児所に転⽤) ④構造 RC造
⑤施設⾯積 442.36　m2 ⑧⼀般開放 室名 曜⽇ 開放時間
⑥施設⽤途 - 多⽬的室（1F） ⽉-⾦ 09-11
⑦管理組織 責任者 ⾥⻑
利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間 利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間
⼟⽇ 0900-1200 ⽕⽊⼟ 0900-1130




室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
事務室(1F) 24.48 3.5/4.2 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
活動空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
多⽬的室(1F) 143.99 3.5/4.2 システム天井 ペイント塗り タイル張り ○ ○
多⽬的室(2F) 97.74 3.0/3.6 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
サービス空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
ポーチ（1F） 34.54 7.8 タイル張り × ×
トイレ(1F) 24.16 3.5/4.2 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
トイレ(2F) 18.53 3.0/3.6 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
廊下(1F) 26.41 3.5/4.2 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
廊下(2F) 24.88 3.0/3.6 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
階段室(1F) 17.22 4.2 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
階段室(2F) 18.01 3.6 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
給湯室(2F) 4.46 3.0/3.6 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×




























①建物名 ⿓潭⾥活動中⼼ ②建設年 2002
③階数 2　階 ④構造 RC造
⑤施設⾯積 440.66　m2 ⑧⼀般開放 室名 曜⽇ 開放時間
⑥施設⽤途 ケアサイト 多⽬的室（1F） ⽉-⾦ 09-12、14-17
⑦管理組織 責任者 ⾥⻑
利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間 利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間




室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
事務室（1F） 25.39 3.7/4.5 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
活動空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
多⽬的室（1F） 160.89 3.7/4.5 システム天井 ペイント塗り タイル張り ○ ×
多⽬的室（2F） 113.88 3/3.8 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
サービス空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
階段（1F） 4.51 4.5 ペイント塗り タイル張り × ×
階段（2F） 22.1 3.8 ペイント塗り タイル張り × ×
階段（3F） 15.88 3.1 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
廊下（1F） 8.18 4.5 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
通路（2F） 29.47 3.8 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
トイレ（1F） 23.33 3.7/4.5 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
トイレ（2F） 15.92 3/3.8 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
給湯室（1F） 6.27 3.9 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
倉庫1（1F） 9.04 4.5 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×



























①建物名 鹽洲⾥活動中⼼ ②建設年 2002
③階数 2　階 ④構造 RC造
⑤施設⾯積 871.83　m2 ⑧⼀般開放 室名 曜⽇ 開放時間
⑥施設⽤途 ケアサイト 多⽬的室（1F） ⽉-⾦ 09-12、14-17
⑦管理組織 責任者 ⾥⻑
利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間 利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間




室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
事務室(2F) 36.18 3.3/4.1 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
事務室(2F) 36.19 3.3/4.1 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
活動空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
多⽬的室(1F) 263.26 4.7/5.5 システム天井 ペイント塗り タイル張り ○ ×
多⽬的室(2F) 200.2 3.3/4.1 システム天井 ペイント塗り シート張り × ×
教室(2F) 23.96 3.3/4.1 システム天井 ペイント塗り シート張り × ×
サービス空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
⽞関(1F) 31.06 5.5 ペイント塗り タイル張り タイル張り × ×
廊下(1F) 35.34 4.9/5.5 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
廊下(2F) 35.36 4.1 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
屋外階段(2F) 22.03 4.1 タイル張り × ×
階段室(1F) 24.38 5.5 カーテンウォール タイル張り × ×
階段室(2F) 24.18 4.1 カーテンウォール タイル張り × ×
階段室(3F) 22.16 3.2 ペイント塗り タイル張り × ×
トイレ(1F) 28.51 4.9/5.5 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
トイレ(2F) 23.47 3.5/4.1 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
給湯室(2F) 5.04 3.5/4.1 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
準備室（1F） 14.52 4.7/5.5 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
倉庫(1F) 31.47 5.5 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×



























①建物名 尚頂⾥活動中⼼ ②建設年 2003
③階数 1　階 ④構造 RC造
⑤施設⾯積 512.22　m2 ⑧⼀般開放 室名 曜⽇ 開放時間
⑥施設⽤途 ケアサイト 多⽬的室（1F） ⽉-⾦ 09-12、14-17
⑦管理組織 責任者 ⾥⻑




室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
事務室（1F） 20.31 3.3/4.4 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
会議室（1F） 33.85 3.3/4.4 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
活動空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
多⽬的室（1F） 351.99 3.3/4.4 システム天井 ペイント塗り タイル張り ○ ×
サービス空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
⽞関（1F） 34.6 5 ペイント塗り タイル張り テラゾー × ×
廊下（1F） 31 3.3/4.4 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
トイレ（1F） 30.59 3.3/4.4 システム天井 タイル張り タイル張り × ×



























①建物名 甲頂⾥活動中⼼ ②建設年 2003
③階数 1　階 ④構造 RC造
⑤施設⾯積 511.65　m2 ⑧⼀般開放 室名 曜⽇ 開放時間
⑥施設⽤途 なし
⑦管理組織 責任者 ⾥⻑




室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
事務室（1F） 21.14 3.3/4.7 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
会議室（1F） 34.1 3.3/4.7 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
活動空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
多⽬的室（1F） 355.41 3.3/4.1 システム天井 ペイント塗り タイル張り ○ ×
サービス空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
⽞関（1F） 29.35 4.7 ペイント塗り タイル張り テラゾー × ×
廊下（1F） 36.14 3.3/4.7 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
トイレ（1F） 27.92 3.3/4.6 システム天井 タイル張り タイル張り × ×


























①建物名 新樹⾥活動中⼼ ②建設年 2006
③階数 2　階 ④構造 RC造
⑤施設⾯積 430.16　m2 ⑧⼀般開放 室名 曜⽇ 開放時間
⑥施設⽤途 なし
⑦管理組織 責任者 ⾥⻑
利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間 利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間
管理空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
活動空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
多⽬的室(1F) 153.55 3.7/4.5 吊り天井 ペイント塗り タイル張り × ×
多⽬的室(2F) 153.55 3.7/4.5 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
サービス空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
ポーチ（1F） 22.44 4.5 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
階段室(1F) 30.14 4.5 ペイント塗り タイル張り × ×
階段室(2F) 30.14 4.5 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
廊下(1F) 14.12 4.5 ペイント塗り タイル張り × ×
E.V.(1F) 6.12 × ×
E.V.(2F) 6.12 × ×
トイレ(1F) 8.67 4.5 ペイント塗り タイル張り タイル張り × ×


























①建物名 六合⾥活動中⼼ ②建設年 2007
③階数 2　階 ④構造 RC造
⑤施設⾯積 618.70　m2 ⑧⼀般開放 室名 曜⽇ 開放時間
⑥施設⽤途 ケアサイト 多⽬的室(1F) ⽉－⾦ 08-12、14-18
⑦管理組織 責任者 ⾥⻑ シム 多⽬的室(2F) ⽉－⾦ 08-12、14-18
利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間 利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間
多⽬的室(1F) 太極拳/15 ⽉⽕⽔⽊ 19-21
管理空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
事務室(1F) 13.05 3.6/4.5 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
活動空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
多⽬的室(1F) 247.84 4.1/4.5 システム天井 ペイント塗り タイル張り ○ ×
多⽬的室(2F) 247.96 4.1/4.5 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
サービス空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
階段(1F) 4.03 4.5 ペイント塗り タイル張り × ×
階段(2F) 27.42 4.5 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
E.V.(1F) 5.34 4.5 × ×
E.V.(2F) 5.34 4.5 × ×
ポーチ(1F) 16.9 4.5 ペイント塗り タイル張り × ×
トイレ(1F) 18.27 3.6/4.5 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
トイレ(2F) 18.27 4.1/4.5 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
ポンプ室(3F) 6.2 2.7 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
倉庫(1F) 4.04 3.6/4.5 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×



























①建物名 ⼤橋⾥活動中⼼ ②建設年 2008
③階数 2　階 ④構造 RC造
⑤施設⾯積 820.31　m2 ⑧⼀般開放 室名 曜⽇ 開放時間
⑥施設⽤途 ケアサイト 多⽬的室(1F) ⽉－⾦ 09-12、14-17
⑦管理組織 責任者 ⾥⻑
利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間 利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間
多⽬的室(1F) ヨーガ/20 ⽕⽊ 2030-2130 多⽬的室(2F) テコンドー/25 ⽔⾦ 1930-2100
管理空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
事務室(1F) 50.04 4.8 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
活動空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
多⽬的室(1F) 201.84 4.0/4.8 システム天井 ペイント塗り テラゾ― ○ ×
多⽬的室(2F) 257.11 2.8/3.6 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
サービス空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
ポーチ（1F） 48.73 4.8 ペイント塗り タイル張り × ×
廊下(1F) 9.04 4.8 ペイント塗り ペイント塗り テラゾ― × ×
廊下(2F) 9.04 3.6 ペイント塗り ペイント塗り テラゾ― × ×
階段室(1F) 51.15 4.8 ペイント塗り テラゾ― × ×
階段室(2F) 65.72 3.6 ペイント塗り テラゾ― × ×
E.V.(1F) 6 4.8 × ×
E.V.(2F) 6 3.6 × ×
トイレ(1F) 37.4 4.0/4.8 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
トイレ(2F) 37.4 2.8/3.6 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
機械室(1F) 17.88 2.95 ペイント塗り ペイント塗り テラゾ― × ×



























①建物名 北湾⾥活動中⼼ ②建設年 2010
③階数 1　階 ④構造 RC造
⑤施設⾯積 154.03　m2 ⑧⼀般開放 室名 曜⽇ 開放時間
⑥施設⽤途 なし
⑦管理組織 責任者 まちづくり協会




室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
活動空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
多⽬的室 114.57 3.35/3.65 システム天井 ペイント塗り テラゾー ○ ×
サービス空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
ポーチ 10.32 2.8/3.1 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
スロープ 7.9 タイル張り × ×




























①建物名 東橋⾥活動中⼼ ②建設年 2010
③階数 2　階 ④構造 RC造
⑤施設⾯積 637.10　m2 ⑧⼀般開放 室名 曜⽇ 開放時間
⑥施設⽤途 ケアサイト 多⽬的室(1F) ⽉－⾦ 8-11、14-17.
⑦管理組織 責任者 ⾥⻑
利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間 利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間
多⽬的室(1F) カラオケ/30 ⽉⽔⾦ 1900-2200
管理空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
活動空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
多⽬的室(1F) 194.74 4.6/5.2 システム天井 ペイント塗り タイル張り ○ ×
多⽬的室(2F) 190.02 3/4.6 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
サービス空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
ポーチ 55.86 5.2 ペイント塗り タイル張り × ×
廊下 30.19 8 ペイント塗り タイル張り × ×
階段室(1F) 18.95 5.2 ペイント塗り タイル張り × ×
階段室(2F) 18.95 4.6 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
E.V.(1F) 4.51 5.2 × ×
E.V.(2F) 4.51 4.6 × ×
トイレ(1F) 46.06 5.2 ペイント塗り タイル張り タイル張り × ×
設備室(1F) 20.85 5.2 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
設備室(2F) 21.68 4.6 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
倉庫(2F) 12.84 4.6 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×





























①建物名 中華⾥活動中⼼ ②建設年 2010
③階数 3　階 （3階はオフィスに転⽤）④構造 RC造
⑤施設⾯積 923.60　m2 ⑧⼀般開放 室名 曜⽇ 開放時間
⑥施設⽤途 ケアサイト ⽞関 ⽉－⾦ 09-12、14-18
⑦管理組織 責任者 ⾥⻑ 運動場 多⽬的室(1F) ⽉－⾦ 09-12、14-18
利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間 利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間
体操/30 ⽉⽕⽔⽊⾦ 0800-1000 娯楽室(2F) カラオケ/15 ⽉⽕⽔⽊⾦ 1430-1700
卓球/20 ⽔⾦⼟ 1900-2200
管理空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
事務室(1F) 34.07 3.4/4 ペイント塗り ペイント塗り テラゾ― × ×
事務室(3F) 137.38 2.5/3.6 システム天井 ペイント塗り テラゾ― × ×
活動空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
多⽬的室(1F) 322.4 7.05/7.6 システム天井 カーテンウォール テラゾ― ○ ×
娯楽室(2F) 67.5 3.6 ペイント塗り ペイント塗り テラゾ― × ×
多⽬的室(2F) 66.86 3.6 ペイント塗り ペイント塗り テラゾ― × ×
サービス空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
ポーチ（1F） 14.9 4 テラゾ― × ×
階段室(1F) 30.59 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
階段室(2F) 40.37 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
階段室(3F) 32.74 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
⽞関 27.31 4 ペイント塗り ペイント塗り テラゾ― × ×
廊下(1F) 8.49 4 ペイント塗り ペイント塗り テラゾ― × ×
廊下(2F) 8.49 3.6 ペイント塗り ペイント塗り テラゾ― × ×
トイレ(1F) 36.7 3.4/4 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
トイレ(2F) 36.7 2.85/3.6 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
機械室（1F） 9.92 1.9 ペイント塗り ペイント塗り テラゾ― × ×
機械室（3F） 7.71 3.6 ペイント塗り ペイント塗り テラゾ― × ×
控え室（1F） 15.8 7.05 システム天井 ペイント塗り テラゾ― × ×




























①建物名 光復⾥活動中⼼ ②建設年 2010
③階数 3　階 ④構造 RC造
⑤施設⾯積 1347.41　m2 ⑧⼀般開放 室名 曜⽇ 開放時間
⑥施設⽤途 ケアサイト ⾼齢者活動室 ⽉-⾦ 08-12、14-18
⑦管理組織 責任者 ⾥⻑ 地域図書館 図書室 ⽉-⾦ 0800-1200
利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間 利⽤室 活動/⼈数 曜⽇ 時間
⽉⽕⽊⾦⼟ 0930-1130 パソコン/20 ⽉ 1900-2100
⽊ 1430-1700 押花/15 ⽔ 1930-2100
⾦ 1900-2100 四柱推命/20 ⾦ 1930-2100
カラオケ/25 ⽉⽔⾦ 1430-1730 ⽉ 1500-1700
ダンス/30 ⽕ 1930-2100 ⾦ 1000-1200
テコンドー/25 ⽉⽔⽊ 1930-2100 ⽉ 1930-2100
ヨーガ/15 ⽔ 0930-1200 ⽊ 1400-1600
税務相談 ⽕⽊ 0930-1030 パソコン/20 ⽔ 1900-2100




室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
事務室（1F） 41.3 3.55/4.2 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
会議室（2F） 41.3 2.95/3.6 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
活動空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
多⽬的室（1F） 162.05 3.55/4.2 システム天井 ペイント塗り テラゾー ○ ×
教室201（2F） 51.03 2.95/3.6 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
教室202（2F） 51.17 2.95/3.6 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
教室203（2F） 51.9 2.95/3.6 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ○
図書室（2F） 41.46 2.95/3.6 システム天井 ペイント塗り タイル張り × ×
サービス空間 ⾯積 室の⾼さ
室名 (m2) 天井/階⾼ 天井 壁 床 舞台 鏡
階段室（1F） 8.05 4.2 ペイント塗り タイル張り × ×
階段室（2F） 16.59 3.6 ペイント塗り タイル張り × ×
階段室（3F） 17.5 3.3 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
E.V.（1F） 4.5 4.2 × ×
E.V.（2F） 4.5 3.6 × ×
廊下（1F） 222.65 4.2 ⾦属波板 タイル張り タイル張り × ×
廊下（2F） 165.32 3.6 タイル張り タイル張り × ×
トイレ（1F） 27.47 3.55/4.2 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
トイレ（2F） 27.47 2.95/3.6 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
機械室（1F） 8.6 1.9 ペイント塗り ペイント塗り タイル張り × ×
倉庫（1F） 1.52 3.55/4.2 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
倉庫（2F） 1.52 2.95/3.6 システム天井 タイル張り タイル張り × ×
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図 1.1 台湾における 2012 年から 2060 年までの人口推計 


















































台南市永康区人口の構成のうち、18 歳から 65 歳までの人口が全





































































設置の関連法は 2 つがある。表 1.2 に台南市永康区のコミュニティ
センターに関する床面積、推奨していた所要諸室、施設の空間配置、
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表 2.1 用語定義 
































































































36 27 26 25 24 22 20 19 18 17 16 16 15 12 12 11 11 10 10 7 6 5 3 3 3 3開設年数  











した。結果として、週間開館時間 35 時間以下の 9 施設のうち、4
施設は 2 つの活動空間以上を有している施設であった。室数の数と
開館時間との関連性が見られなかった。また、施設が 3 つ以上の利

















6 37 40 55 46 53 16 42 37 23 33 48 38 4439 42 16 0 48 35 15 42 44 524035週間開館時間
施設番号
利用団体数 2 3 11 0 3 7 3 207 1 3 154 45 40 2 1 2 2 2 1 1
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平屋建の 8 施設において、8 つの活動空間では一般開放されてい
る平均時間は週間利用時間の 8 割強であり、ほとんどの利用時間は
市民の誰でも自由利用できるような使われ方をしている。 
各フロアに 1 つの活動空間が配置されている 12 施設では、11 室
には一般開放されている時間があり、そのうちの 10 室は 1 階にあ
る活動空間であった。活動空間の一般開放されている時間の平均値
は施設開放時間の 8 割強であった。また、2 階以上にある活動空間
の 12 室のうち、8 室の利用されていない時間が週間開館時間の 8
割以上を占めている。 
2 階以上に 2 室以上の活動空間が配置されている 6 施設では、一
般開放されている時間を有している活動空間は 10 室あり、そのう
ちの 7 室は 1 階にある活動空間であった。活動空間の一般開放され
ている時間の平均値は施設開放時間の 6 割強を占めている一方、2
階以上に配置された 18 室のうち、13 室の利用されていない時間は
8 割の以上であった。 




























































































































































































































































図 2.4 各施設における週間利用時間 
 
総じてみると、1 階にある活動空間の 27 室を見ると、一般開放さ
れている時間の平均値は 8 割弱であった。開館時間内のほとんどは
市民の誰でも自由利用できるような使い方がなされている。一方、
2 階以上に配置されている 30 室では、利用されていない時間は非常
に長いと見られており、利用されていない時間が週間開館時間の 8
















































は 8 施設、2 階建は 17 施設、3 階建は 1 施設であった。ほとんどの
施設が 1000 ㎡以下の小規模的なコミュニティ施設であり、施設面
積の平均値は 554 ㎡であった。さらに 1 階では、活動空間が 1 つで
ある事例が多い傾向であった。（表 3.2） 
3.2.3. 施設面積と活動空間の室数との関連性 
施設内に 1 室だけの活動空間を有している 8 施設と 2 室の活動空
間を有している 12 施設では、施設面積の平均値を見ると、2 室の方



















並列配置 直列配置  
図 3.1 並列配置と直列配置 























































































































































































全施設の活動空間の面積を図 3.5 に示す。全活動空間の 57 室の
室面積を見ると、平均値は 162 ㎡であった。1 階にある活動空間は
27 室であり、室面積の平均値は 208 ㎡であった。一方で、2 階以上








































図 3.3 築後年数と施設面積 









































































































































施設番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
1F-1 2F-1 2F-2 2F-3 2F-42F-5
14
1F-1 2F-1 1F-1 2F-1 1F-1 2F-1 2F-2 1F-1 1F-1 1F-1 2F-1 1F-1 2F-1 1F-1 2F-1 1F-1 1F-1 2F-1 1F-1 2F-1 2F-2 3F-1 1F-1 1F-2 2F-1 2F-2 2F-3 2F-4













1 階にある活動室 2階にある活動室 3階にある活動室凡例
 





















図 3.7 平屋建施設のモデル化の例（タイプⅠA0） 
 
図 3.8 ２階建施設のモデル化の例（タイプⅡB0b） 
 






とした。例えば、図 3.7 の場合は、ⅠA0 で表記する。図 3.8 の場合
は、ⅡB0b で表記する。図 3.9 の場合は、ⅢA0a0 とする。 
結果として、平屋建の 8 施設では、1 室しかないため、全てはタ
イプⅠA0 で表記する。2 階建の 17 施設では、4 施設はⅡA00 に該 
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図 3.10 活動空間の配置タイプ 
 
当し、8 施設はⅡB00、1 施設はⅡAaa、2 施設はⅡA0b、2 施設は














ⅡAaa とタイプⅢ0a0 に該当している 2 施設における活動空間の配
置方法は「エントランス部―連結型サービス空間―各活動空間」で





タイプⅡB00 に該当している 8 施設では、全ては「エントランス
部―活動空間―連結型サービス空間―活動空間」であった。タイプ





タイプⅠA0 の 8 施設では、他の活動空間が存在していないため、
動線上の問題がないと考えられる。タイプⅡB00、ⅡB0b の 10 施
設は、1 階にある活動空間を経由し、他の活動空間の利用状況に影
響を与えると考えられる。2 階へのアクセスが 1 階にある活動空間
を経由しない施設は 8 施設あった。そのうち、タイプⅡA00、タイ
プⅡAaa、ⅢA0a0 の 6 施設では、各活動空間への経路は他の活動
空間を経由しないため、互いに干渉せずにコミュニティ活動ができ
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ⅠA0-ⅠとⅠA0-Ⅱの 8 施設のうち、7 施設には活動空間１室しか
なく、加えて利用型サービス空間が設置されているため、利用動線
の問題がないと考えられる。また、タイプⅡA00-Ⅰ、ⅡAaa-Ⅰ、
ⅢA0a0-Ⅰ及びタイプⅡA00-Ⅱの 6 施設のうち、1 施設において利
用型サービス空間までの経路において動線の連続性が保たれていな
い。タイプⅡA0b-Ⅱの 2 施設では、2 階にある一部の活動空間への
アクセスに問題があり、それに伴い活動空間から利用型サービス空
間までの動線が確保できないと考えられる。タイプⅡB00-Ⅰ、Ⅱ





①全 26 施設のうち、平屋建は 8 施設、2 室の活動空間を有するのは








































































図 3.15 タイプⅠとタイプⅡの比較（N＝26） 
 
図 3.16 利用動線から見た施設空間構成 
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図 4.1 に活動空間の面積と週間利用率を示す。全 57 室のうち、1
階にある活動空間の利用時間が多いと見られた。一方、2 階にある
活動空間の利用時間は非常に少なく、利用状況が極めて悪いことが
わかる。また、1 階にある 27 室のうち、2 室のみの週間利用時間率
が 2 割以下であった。一方、2 階以上にある 30 室のうち、21 室（7
割）における週間利用時間率が 2 割以下となっており、そのうちの
16 室（8 割弱）の面積は、全 57 室の平均面積である 162 ㎡以下で










次に、2 階建で１フロアに１室が配置されている 12 施設を見ると、
タイプⅡA00-ⅠとⅡA00-Ⅱは全 4 施設で、2 階にある 4 室の活動空
間の利用状況を見ると、2 室は 8 割以上の利用で、1 室は転用され
ており、残りの 1 室は利用されていなかった。一方、タイプⅡB00-
ⅠとⅡB00-Ⅱは全 8 施設があり、2 階にある 8 室の利用状況を見る
と、8 割以上の時間が利用されていない室が 7 室あった。このこと
から、2 階にある活動空間では、タイプⅡA00 のほうはタイプⅡB00
より利用状況が良いと考えられる。 
2 階建以上に 2 室以上が配置されている 6 施設を見ると、タイプ
ⅡAaa-ⅠとⅢA0a0-Ⅰの 2施設の 2階以上にある 7室を見てみると、
3 室では利用されていない時間が 8 割以上で、2 室では一般開放さ
れている時間が 2 割以上で、1 室は予約利用されている時間が 2 割
以上で、1 室は転用されていた。タイプⅡB0b-Ⅱの 2 施設では、2
階にある 4 室のうち、3 室において利用されていない時間は週間開
館時間の 8 割以上であり、利用状況は悪かった。タイプⅡA0b-Ⅱの
2 施設では、2 階にある全 7 室において利用されていない時間は週
間開館時間の 8 割以上であり、利用状況は悪かった。 
以上のことから、2 階にある活動空間を見ると、タイプⅡAaa-Ⅰ、 





















































































































































































































































































































































しないものは 40 室存在し、そのうちの 2 室は転用されており、図
4.3 から除外した。17 室はエントランス部から活動空間までの経路









45 室あり、そのうちの 2 室は転用されており、図 4.6 から除外した。
11 室は利用型サービス空間までの経路が他の活動空間を経由する。
そのうちの 8 室では、週間開館時間の 8 割以上が利用されておらず、
約 8 割強の活動空間の利用状況が悪いと見られた。2 室は 100％で







サービス空間までの動線が他の活動空間を経由しない 37 室（n=35, 
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以上のことを踏まえ、2 章と 3 章の分析を統合し、台湾における
コミュニティ施設の問題点を以下にまとめる。 
① 1 フロアに 1 つの活動空間を配置する平面計画が多く存在し
















































表 5.1 八王子市における主要なコミュニティ施設の特徴 
 

























































この 2 点では、台南市永康区と同じである。（図 5.1） 
現在八王子市にある地域集会施設の 46 施設のうち、市民センタ
ーが 17 施設、地区会館が 14 施設、市民集会所が 8 施設、生涯学習
センターが 3 施設、農村環境改善センターが 2 施設、体育館が 2 施
設である。コミュニティ施設である市民センターと地区会館の 31
施設は全地域集会施設の 7 割弱を占めている。市民センターの築後

















現在、八王子市にある地区会館の 14 施設のうち、平屋建は 1 施
設、2 階建は 12 施設、3 階建は 1 施設であった。一方で、活動空間
の室数から見ると、1 階にある活動空間は 26 室で、2 階以上にある
活動空間は 28 室であった。また、施設面積の平均値は約 370 ㎡強
であり、台湾にあるコミュニティセンターと同様に、施設面積が
1,000 ㎡以下の小規模なコミュニティ施設であった。（表 5.3） 











図 5.2 東京都八王子市と台南市永康区の位置 
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5 室と 6 室を有している施設の平均面積は約 530 ㎡だった。活動空
間の室数が増えるほど、地区会館の施設面積が大きくなる傾向が見
られたが、5 室を有している施設と 6 室を有している施設の施設面







































全活動空間の 54 室の室面積を見ると、平均値は 56 ㎡であった。
1 階にある活動空間は 26 室であり、室面積の平均値は 59 ㎡であっ
た。また、2 階以上にある活動空間は全 28 室で、室面積の平均値は
52 ㎡であることがわかった。１階と２階以上にある活動空間の面積
の配分はほぼ等しい。 
さらに、全 54 室のうち、分割利用できるものは 11 室あり、平均





平屋建の施設は 1 施設で、活動空間は 3 室以上があり、活動空間
の配列は全部並列配置であるため、タイプⅠAa に該当した。 
2 階建の 12 施設では、2 施設において１フロアに１室が配置され
ており、他の 10 施設おいては、1 フロアに 2 室以上の活動空間が配
置されていることが見られた。また、11 施設においてはエントラン
ス部―連結型サービス空間―活動空間となり、タイプⅡA00、ⅡA0a、
ⅡAa0、ⅡAaa、ⅡAxa に該当し、１施設のみは 1 階にある活動空
間どうしが直列配置となり、タイプⅡAba に該当した。 
3 階建の施設における施設空間配置を図 5.6 に示す。3 階建の 1





図 5.6 地区会館における施設空間配置 
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一方、日本で調査した 14 施設のうち、13 施設では各フロアが並
列配置され、各活動空間までの経路は他の活動空間を経由しない。
残り 1 施設の一部活動空間だけは他の活動空間を経由する。また、





平屋建のコミュニティ施設は、台湾では 8 施設、日本では 1 施設
が見られた。室数と配置方法を見ると、台湾における全ての平屋建
のコミュニティ施設は 1 つの活動空間のみで構成されていた。日本
の 1 施設では活動空間が並列配置されているものであった。 
2 階建のコミュニティ施設を見ると、台湾では 17 施設（全 26 施
設の 7 割弱）、日本は 12 施設（全 14 施設の約 9 割）であった。 
 
図 6.2 コミュニティ施設における空間配置の比較 
 
室数と配置方法を見ると、台湾におけるコミュニティセンターの
































































































































































































































































































































ため、レベル 4 に定義する。 
以上のことから、現在対象となる 26 施設のうち、空間配置と利
用動線上問題がある 14 施設を抽出して検証を行う。 
表 6.2 に空間配置と利用動線における改善の可能性を示す。Ⅱ
B00-Ⅰの 6 施設は、室外連結型サービス空間の設置によって各フロ











図 6.5 活動空間どうしを並列配置にする手法の例 
 
 
図 6.6 各活動空間の利用動線の連続性を保つ手法の例 
 


















































































































































































































ⅡB00-Ⅰ No.4 住宅区画 可能注1） 敷地内 可能 1.2以上 １Ｆ－１ 不必要 ―
ⅡB00-Ⅰ No.5 住宅区画 可能注2） 敷地内 可能 1.2以上 １Ｆ－１ 不必要 ―
ⅡB00-Ⅰ No.8 広場 可能 敷地内 可能 1.6以上 １Ｆ－１ 不必要 ―
ⅡB00-Ⅰ No.16 広場 可能 敷地内 可能 1.6以上 １Ｆ－１ 不必要 ―
ⅡB00-Ⅰ No.20 住宅区画 可能注2） 敷地内 可能 1.2以上 １Ｆ－１ 不必要 ―
ⅡB00-Ⅰ No.22 公園 可能 敷地内 可能 1.6以上 １Ｆ－１ 不必要 ―
ⅡA0b-Ⅱ No.14 公園 不必要 ― 必要 1.6以上 ２Ｆ－１ 不必要注3） ―
ⅡA0b-Ⅱ No.17 住宅区画 不必要 ― 必要 1.6以上 ２Ｆ－１ 不必要注3） ―
ⅡA00-Ⅱ No.2 住宅区画 不必要 ― 不必要 ― ― 必要 ２階倉庫或いは２Ｆ－１
ⅠA0-Ⅱ No.6 住宅区画 不必要 ― 不必要 ― ― 必要 １階倉庫或いは１Ｆ－１
ⅡB0b-Ⅱ レベル３ No.10 公園 可能 敷地内 必要 1.6以上 ２Ｆ－１ 不必要注3） ―
ⅡB00-Ⅱ No.7 公園 可能 敷地内 可能 1.6以上 １Ｆ－１ 必要 ２階倉庫或いは２Ｆ－１
ⅡB0b-Ⅱ No.13 住宅区画 可能 敷地内 可能 1.6以上 ２Ｆ－２ 必要 ２Ｆ－１或いは２Ｆ－２
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学  歴 
１ 平成１３年 ６月３０日 台北市立大安工業高等学校建築科卒業（台湾） 
２ 平成１３年 ９月 １日 国立台北科技大学設計学院建築系入学（台湾） 
３ 平成１８年 ６月３０日 国立台北科技大学設計学院建築系卒業（台湾） 
４ 平成１８年 ９月 １日 国立成功大学設計学院修士課程建築学専攻入学（台湾） 
５ 平成２０年 ６月３０日 国立成功大学設計学院修士課程建築学専攻修了（台湾） 
６ 平成２２年１０月 １日 首都大学東京大学院都市環境科学研究科建築学域 
博士後期課程入学 
７ 平成２５年 ９月３０日 首都大学東京大学院都市環境科学研究科建築学域 
博士後期課程修了見込み 
 
職  歴 
１ 平成２０年 ９月１１日 ～ 平成２１年 ８月１０日 
中華民国陸軍東引地区指揮部後勤科工程組（台湾） 
２ 平成２１年 ８月１７日 ～ 平成２１年１２月３１日 
黄契介建築師事務所（台湾） 
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